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1．参加者名簿
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2．旅程表
月日 地区名 現地 交通 行 程 食 事

時間 手段 朝 昼 夜

1 12/22 新 千歳 9：50 新千歳空港3F 国際線出発ロビー 集合完了 ― 各 歓

（土） 空港 10：00 出発式、搭乗手続、出国審査（10:45完了） 自 迎

12：00 BR-165便 エバー航空165便 搭乗開始、離陸（12:30） ＋ 宴

台 北 桃 15：50 台北桃園空港到着 入国審査 機 会

園空港 17：10 貸切バス 空港からホテルに移動（ガイド付き） 内

18：30 タクシー ホテルチェックイン、荷物を預け歓迎宴会場へ移動 食

台北市 19：10 歓迎宴会 （～21:00）

21：30 タクシー ホテルに戻る、ロビーでミーティング、コンビニへ

22:30 就寝

2 12/23 台北市 6：00 起床 ホ 体 外

6:25 散歩 近くの公園を一周して戻る

（日） 7：00 朝食 ホテル テ 育 食

8:00 貸切バス バスで体育館に移動（林口勝光羽球館） ル 館

9：00 交流練習会開始（后綜高校・豊原中学） で

16：40 貸切バス 練習終了、バスでホテルに戻る お

18：30 徒歩 夕食（京県楼：小籠包・餃子・チャーハン他） 弁

19:45 ロビーにてミーティング、コンビニへ 当

22：00 就寝

3 12/24 台北市 6：30 起床 雨天のため、朝の散歩中止 ホ 体 外

（月） 7：00 朝食 ホテル テ 育 食

8:20 タクシー 交流校に移動（中山中学校体育館） ル 館

9：00 交流練習会開始（松山高校・中山中学校・能仁高校） で

17：00 タクシー 練習終了、ホテルに戻る お

17：55 徒歩 お土産買い物(新光三越、雑貨や) 弁

19:30 夕食(築間：一人用鍋のしゃぶしゃぶ) 当

21：00 ホテルに戻り、ロビーでミーティング

22：00 就寝

4 12/25 台北市 6：30 起床 ホ ホ 歓

（火） 7：00 朝食 ホテル テ テ 送

8:20 タクシー 交流校に移動（大同中学・高等学校体育館） ル ル 宴

9：00 交流練習会開始（大同中学・高等学校、百齡高校) の 会

17：00 タクシー 練習終了、ホテルに戻る レ

17:50 バス 歓送宴会会場へ移動 ス

18：30 歓送宴会（慶州館 焼肉バイキングレストラン） ト

20：30 高校生終了、ホテルに戻り翌日準備、ミーティング ラ

22：00 就寝 ン

5 12/26 ホテル 6:30 貸切バス ホテルチェックアウト、貸切バス（ガイド付）にて空港 お 機 ―

（水） に移動 弁 内

台 北 桃 朝食（お弁当） 当 食

園空港 7：30 搭乗手続・手荷物預け・出国審査

Ｂ Ｒ - 1 1 6 （搭乗手続き・手荷物預けまでガイド同行）

新千歳 9：30 便 エバー航空116便 桃園国際空港を出発

空港 14：05 新千歳空港到着、解散
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3．試合結果
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４．台湾参加者名簿

第1日目（12月23日）交流校

后綜高中交流賽名單（選手：5男5女）
黃ㄧ晨 男 單打 17 106年全國中等學校運動會國男雙打冠軍

周政寬 男 雙打 18 106年全國中等學校運動會國男雙打冠軍

盧威志 男 雙打 17 106年全國中等學校運動會高男團體第六名

周政毅 男 單打 18 106年全國中等學校運動會高男團體第六名

江新憲 男 單打 17 106年全國中等學校運動會高男團體第六名

鄭如嵋 女 單打 16 105年全國國中羽球錦標賽國中女單第二名

籃品茵 女 單打 16 104年全國國中羽球錦標賽國中女團第二名

施念慧 女 單打 16 107年全國中等學校運動會國女組團體第五名

江品悅 女 單打 18 臺灣全國甲組選手

邱可柔 女 雙打 18 臺灣全國甲組選手

豐原國中交流賽名單（選手：9男5女）
陳昱廷 男 單打 15 U15南京青少年邀請賽男單冠軍

鄭楷 男 單打 14 U14主委盃男子單打冠軍

許立宏 男 單打 13 U14國中盃團體第二名

李昱勳 男 單打 14 U14全民會長盃團體第三名

吳興亞 男 雙打 15 U15國中盃男雙第五名

王鴻順 男 雙打 14 U14國中盃男雙第五名

潘睿謙 男 雙打 14 U14會長盃男雙第五名

陳振源 男 雙打 14 U14會長盃男雙第五名

陳子睿 女 雙打 15 U15國中盃男雙第五名

趙亭妤 女 單打 15 U15國中盃女單季軍

林愉容 女 單打 12 U12全民會長盃女單第五名

顏思涵 女 單打 13 U13全民會長盃女單第五名

張芳慈 女 雙打 14 U13南京青少年邀請賽女雙亞軍

張家毓 女 雙打 14 U13南京青少年邀請賽女雙亞軍
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第２日目（12月24日）交流校

能仁家商日本交流名單
職稱 姓名 性別 年齡 最佳成績

教練 梁睿緯 男 28
選手 廖倬甫 男 16 台灣甲組選手

選手 盧煒璿 男 16 全中運第 6
選手 簡明彥 男 16 國中盃第 5
選手 鐘昱凱 男 17 全中運第 3
選手 陳勝發 男 16 17 歲亞青國手
選手 張肇恩 男 16 全中運第 7

松山高中交流賽名單( 選手 6 女 )
許秝楹 女 單打 16 歲 107 年 U17 亞青選拔賽女單第四名
丁雅芸 女 單打 16 歲 107 年全國高中盃女單第五名 /女團第三名
魏婉亦 女 雙打 16 歲 107 年 U17 亞青選拔賽女雙第一名
王思敏 女 雙打 16 歲 107 年 U17 亞青選拔賽女雙第一名
吳宣佩 女 雙打 16 歲 107 年全國高中盃女團第三名
周仲庭 女 雙打 16 歲 107 年全國高中盃女團第三名

中山國中交流賽名單( 選手 9 男 9 女 )
劉筱柔 女 教練 31 歲
胡育羚 女 教練 33 歲
俞俐安 女 教練 26 歲
楊勝傑 男 教練 23 歲
李雨璇 女 雙打 /單打 15 歲 107 年全國中學運動會國女雙第一名
林芷均 女 雙打 /單打 15 歲 107 年全國中學運動會國女雙第一名
游美儒 女 雙打 15 歲 107 年全國國中盃國女雙第五名 /團體第二名
林羽珮 女 雙打 14 歲 107 年全國國中盃國女雙第五名 /團體第二名
陳玫蓁 女 單打 14 歲 107 年臺北市中正盃國女單第一名
張薰尹 女 單打 13 歲 107 年全國國中盃團體第二名
黃筠媗 女 單打 13 歲 107 年全國國小盃小六女單第一名
蔡幸臻 女 單打 12 歲 106 年全國國小盃小五女單第一名
黃聖淳 女 雙打 /單打 12 歲 107 年全國國小盃小六女雙第一名
賴國勳 男 雙打 15 歲 107 年全國國中盃男雙第五名 /團體第一名
張 言 男 雙打 15 歲 107 年全國國中盃男雙第五名 /團體第一名
周相宏 男 單打 15 歲 107 年全國國中盃團體第一名
黃 鈺 男 單打 14 歲 107 年全國國中盃男單第一名 /團體第一名
陳子亦 男 雙打 14 歲 107 年全國國中盃男雙第五名 /團體第一名
李彥劭 男 雙打 / 14 歲 107 年全國國中盃男雙第五名 /團體第一名
梁子睿 男 單打 /雙打 14 歲 107 年全國國中盃團體第一名
楊皓崴 男 單打 14 歲 105 年全國國小盃小六男單第二名
簡昱安 男 雙打 /單打 14 歲 105 年全國國小盃小六男雙第五名



- 11 -

第３日目（12月24日）交流校

大 同 高 中 與 百 齡 高 中 U13~17 名 單
姓 名 年 齡 性 別 項 目 全 國 成 績

宋 祐 媗 17 女 １ 雙 107 全 中 運 國 女 團 體 第 五 名
簡 綵 琳 17 女 2 單 107 全 中 運 國 女 團 體 第 二 名
黃 瀞 平 17 女 3 單 107 全 中 運 國 女 單 打 第 一 名
賴 慶 卉 17 女 4 雙 107 全 中 運 國 女 雙 打 第 二 名
賴 子 彧 17 女 5 雙 107 全 中 運 國 女 雙 打 第 二 名
林 若 珩 17 女 6 雙 107 全 中 運 國 女 團 體 第 一 名
郭 卉 欣 17 女 7 單 107 全 中 運 國 女 團 體 第 一 名
林 子 妘 15 女 8 單 107 國 中 盃 國 女 單 打 第 五 名
王 玲 萱 16 女 9 單 107 國 中 盃 國 女 單 打 第 五 名
林 宣 妤 16 女 10 雙 107 國 中 盃 國 女 雙 打 第 三 名
吳 孟 真 16 女 11 雙 107 國 中 盃 國 女 雙 打 第 三 名
徐 曉 彤 16 女 12 雙 107 國 中 盃 國 女 團 體 第 三 名
王 眱 禎 15 女 13 雙 107 國 中 盃 國 女 團 體 第 三 名
詹 又 蓁 15 女 14 雙 107 國 中 盃 國 女 團 體 第 三 名
彭 雨 薇 15 女 15 單 107 國 中 盃 國 女 單 打 第 三 名
林 千 又 14 女 16 單 107 國 中 盃 國 女 團 體 第 三 名
謝 宓 妍 13 女 17 單 2018新加坡分齡賽U13女單第三名
陳 黎 薰 14 女 18 雙

廖 婕 妤 14 女 19 單

許 喆 宇 17 男 1 單 2018新加坡分齡賽U17男單第一名

劉 佳 峰 17 男 2 雙 107 全 中 運 國 男 雙 打 第 三 名
胡 佑 齊 17 男 3 單 107 全 中 運 國 男 單 打 第 三 名
劉 廣 珩 17 男 4 雙 107 全 中 運 國 男 雙 打 第 三 名
張 凱 翔 17 男 5 雙 107 全 中 運 國 男 雙 打 第 二 名
曾 秉 強 17 男 6 雙 107 全 中 運 國 男 雙 打 第 二 名
高 弘 恩 17 男 7 單 107 全 中 運 國 男 團 體 第 二 名
陳 崇 瑋 17 男 8 雙 107 全 中 運 國 男 團 體 第 二 名
劉 宗 鑫 17 男 9 雙 107 全 中 運 國 男 團 體 第 二 名
黃 宇 翔 17 男 10 雙 107 全 中 運 國 男 團 體 第 二 名
李 登 揚 16 男 11 單

丁 彥 宸 16 男 12 單 2018 U15 亞 青 男 單 選 拔 賽 第 一 名
張 軒 齊 15 男 13 雙 2018 U15 亞 青 男 雙 選 拔 賽 第 一 名
陳 宇 哲 16 男 14 雙

洪 邦 峻 16 男 15 單 107 全 中 運 國 男 團 體 第 三 名
蘇 家 進 16 男 16 單 107 全 中 運 國 男 團 體 第 三 名

教練: 大同高中 林峻永/ 廖珮琪
百齡高中 楊鈞翔/ 黃博翊
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５．総括
１）全体を通して

今年度で４回目の海外交流事業を、大きな事故もなく無事に終えることができた。選手１６名

に対して４名の指導者体制は大変手厚く、選手の様子や試合内容をしっかりと把握することがで

きた。また、現地での生活や移動等を考えると、今後も今回同様の指導者体制（人数）が望まし

い。また、昨年度から女性が引率者として参加しているが、選手への指導をはじめ、健康管理な

ど様々な面で活躍してもらった。女子選手を参加させる保護者に対しても、遠征参加に対して安

心感を与えることができたと考える。

台湾選手はチーム（学校）により実力が異なるものの、全体的に北海道チームよりもレベルが

高かった。慣れない環境、文化、いつもどおりにプレーできない要因がたくさんある中で、レベ

ルの高い選手と多く試合を経験できたことは、参加選手のこれからの大きな財産になっていくの

であろうと思う。今回参加した北海道選手と台湾選手を比較して、北海道選手のこれからの成長

に向けて参考にできる点は以下の２点であった。

【１．コート内での分析力と修正力】

相手選手のスピード、パワー、ショットの種類、精度の分析を１ゲーム、もしくは１ゲーム目

の途中で終えることができる力。そして、その分析から勝てるプレーを選択し、実行していく力

というものが、本当に優れていた。１ゲーム目のラブオールプレーから、１試合全体を見通して

プレーしていることが、試合を見ているだけで伝わってきた。

【２．体軸のブレが少ない動き】

トラベリング時、スイング時の体軸のブレの少なさが特徴的だった。シングルスでは、大きく

コート内を移動する時、オープンスペースに打ち込まれた時に差が表れており、一つひとつのシ

ョットの精度に差が出ていた。ダブルスでは、次のショットを迎える時の体勢に差が出ており、

ラリーを重ねるごとに相手とのテンポに違いを生み出し、ラリーを優位に進めていた。

技術的な部分では引けをとっていなかったが、体力と戦術の部分で差をつけられ、それが試合

結果となって表れていた。一つひとつのショットに対して、適切な姿勢やポジションが取れるよ

うなること。自分の動きやプレーを俯瞰できるようになること。一つのラリーに対して、指導者

とも質の高い議論ができるようになること。たくさんのヒントを与えてもらってきたので、北海

道選手のこれからの飛躍に向け、工夫して取り組んでいきたい。

今年も海外交流事業の実施に際しては、中華全民羽球發展協會會長の吳宣倫氏を始め、中華

全民羽球發展協會前會長の吳俊彥氏、名誉副會長の賴聯旺氏など協会関係者には多大なご協力

をいただいた。北海道選手団を温かく迎え入れていただき、とても良好な関係の中で本事業が実

施できたと感じている。また、通訳の謝卉俐氏が朝から晩までつきっきりで行動をともにし、コ

ーディネートしてくれたおかげで何不自由なく過ごすことができた。練習時には、相手チームと

の交渉・調整をしてくれ、試合の進行役も務めてくれた。謝氏の協力があったからこそ、遠征を

無事に終えることができたものと大変感謝している。

このような海外交流事業を今後も継続して実施し、北海道のバドミントンの発展とレベル向上

を図っていかなければならない。
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２）宿泊施設について

昨年度までの「第一大飯店」というホテルから、「福秦桔子商旅 台北林森館（フォルテ オレ

ンジホテル リンセンタイペイ）」というホテルに変更した。昨年度までのホテルとの客室での違

いは、①トイレにウォシュレットが付いている、②バスタブがなくてシャワーのみという２点だ

った。台湾は下水道の水圧が弱く、トイレットペーパーの処理の仕方が日本と違うため、ウォシ

ュレット付きのトイレは嬉しい変更であった。ホテル内は日本の通常のビジネスホテルの雰囲気

に近いが、日本のホテルのように隅々まで清掃が行き届いているわけではなかった。ホテル内に

ランドリーはなく、近隣にも無かったため、洗濯は手洗いでの対応となったが、海外遠征では当

たり前に行われていることなので、今回参加した選手にも良い経験となった。貴重品の管理につ

いてだが、パスポートは指導者が預かって自室の金庫で保管した。現金等については基本的に自

己管理とさせたが、中学生については指導者が預かって保管できるようにもした。

立地的には幹線道路に面しており、日本でもなじみのある飲食店やコンビニエンスストア（フ

ァミリーマート、セブンイレブン）なども近くにあり便利であった。また、繁華街が近いため、

人通りも多くて賑やかな場所であった。

今年の遠征においても事故はなかったが、部屋のドアの施錠をしっかりとすること、来客者に

対して不用意にドアを開けないなど、安全面に関して国内の遠征以上に意識を高めることが必要

である。以下に二つのホテルの比較をまとめた。

第一大飯店(ファーストホテル) 福秦桔子商旅 台北林森館（フォルテ

第 1回～第 3回 3年間利用 オレンジホテル リンセンタイペイ）

客室関係 ・トイレにウォシュレットは無し ・トイレにウォシュレットは有り

・シャワー、バスタブ有り ・シャワーのみ、バスタブ無し

朝食 ・地下 1 階のワンフロアーが朝食バイキン ・1 階ロビーの横のオープンスペースが朝食時にバ
バイキング グレストランとなっており料理を並べてい イキングレストランになる。座席は十分な数がある

るスペースも広く、種類も多いがメニュー が料理を置くスペースが狭く、通り難く、長い列が

は台湾料理。 でき男子と女子で時間差での利用を求められた。

・メニューは日本のビジネスホテルとほぼ一緒のメ

ニューで中学生・高校生にも食べやすいものだった。

1階ロビー ・スペース狭く、我々が集まると他のお客さん ・朝食バイキングの時間帯以外は、広いオープンス

フロント の迷惑になっていた。 ペースが有り、ミーティングにも利用できた。

・日本語の解る係は一部の人 ・フロントの係の殆どの人が日本語での対応ができた。

・貴重品をフロントで預かる対応をした。 ・貴重品をフロントで預かる対応はしない。

立地状況 ・メインストリートに面し、バス停、地下 ・メインストリートに面し、バス停、地下鉄駅に近い

鉄駅に近く、大同高校へも徒歩で十数分の が、大同高校へは徒歩で２０数分の距離。交流校への

距離。 移動は少々不便感あり。

・セブンイレブン、ファミリーマートはす ・セブンイレブン、ファミリーマートはすぐ近くにある。

ぐ近くにある。 ・近くに大きな公園が有り、朝の散歩は気持ちが良か

った。現地の人が太極拳をしている。

３）食事について

ホテルの朝食はバイキング形式であり、白飯やパンの主食をはじめ、カレーや野菜炒め、ハム

やスクランブルエッグなどが用意されており、朝からしっかりと栄養を取ることができた。

昼食については、台湾協会の方々や練習会場となった学校の保護者の方々に日本人向けの食事

（スープ・いなり寿司・海苔巻・お弁当）を用意していただいた。台湾ではポピュラーな調味料

である「サテソース」だが、例年苦手とする選手も多い。日本人が食べやすいものを準備してく

れた台湾の方々の好意は非常にありがたいものだった。

夕食については、１日目の歓迎会では台南料理、２日目は小龍包、３日目は鍋（今、台湾で人

気のある食事。しゃぶしゃぶを１人１個の鍋で食べる。）、４日目の歓送会では韓国料理を準備し
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ていただき、食文化の交流を図ることもできた。

なお、今回の遠征に出発する前に、北海道協会が行う台湾遠征は「バドミントンの強化」と「文

化の交流」という趣旨であることから、「台湾文化の尊重」について、指導者と選手で確認した。

前述した「サテソース」の独特な風味を苦手とする人もいるが、否定的な言葉は慎み、より有意

義な遠征にしていくという思いを出発前に全員で共有した。

４）移動

北海道・新千歳空港から台湾・台北桃園空港までの飛行時間は、行きと帰りで多少違うものの、

４時間前後である。出入国検査と荷物の預けや受け取りに時間を要するため、時間に余裕を持っ

て行動することが必要である。台北桃園空港からホテル（福秦桔子商旅 台北林森館）までは、

ガイド付きの貸切バスで移動し、約１時間半で到着した。（この日の台北は仕事のある土曜日の

為、道路が渋滞しており例年に比べ時間がかかった。）

練習場所への移動については、２日目は貸切バス、３・４日目はタクシーでの移動となった。

当初、３日目は地下鉄・モノレールの乗り継ぎでの移動、４日目は徒歩での移動を予定していた

が、雨天のためタクシーでの移動に変更した。タクシーの台数は６台と多くなってしまうが、走

っているタクシーの台数も多いので待ち時間も短く、選手の移動にかかわる疲労を考えると良い

選択だった。またタクシーの料金も安く、１台１００元(400円)程度で移動が可能である。

５）言語や文化

現地滞在中は、台湾協会の謝卉俐氏が常に行動を共にしてくれたので、不便を感じことはなか
った。また、空港とホテルの移動についても、ガイドが付いていたのでスムーズだった。飲食店

やコンビニエンスストアなどでは、日本語は通じないが、支払いなどのやり取りは身振り手振り

で対応可能であった。接客は日本のように親切ではないが、最低限のことは行ってくれる。また、

コンビニエンスストアではレジ袋が有料であるため、買い物にはエコバッグ等を持って行くと便

利であった。

遠征中に行動した範囲においては、交通量が多く、特に二輪車（スクーター）の数が多かった。

道路は日本とは逆の右側通行であったり、車や二輪車が歩行者の間を強引に通行してくるので、

注意が必要であった。

６）練習環境について

２日目の練習はバドミントン専用体育館である林口勝光羽球館で后綜高中・豐原國中との交流

試合を行った。バドミントンを行うための専用施設で、横に１２面が並んで配置されている、日

本ではあまり見られない形状の体育館であった。床のクッションがあまり効いておらず、選手の

体への負担が心配されたので、試合後のケアをいつも以上に入念に行うように指示した。

３日目の練習は中山中学校の体育館４面で松山高中・能仁家商・中山國中との交流試合を行っ

た。日本の小学校の体育館と同等の大きさで、木製の床であったため、前日の練習場所に比べる

と、選手の体への負担は少なかったと思われる。

４日目の練習は大同中学・高等学校の体育館４面で大同高中、百齡高中と交流試合を行った。

毎年のように国内トップ選手を輩出している強豪校の体育館であり、体育館の上の階にはトレー

ニング器具が充実していた。

どの体育館にもウォーターサーバーが設置されていたが、北海道の選手が使用することはなか

った。台湾協会の方や、練習会場の学校からミネラルウォーターをいただいたが、選手は前日に

飲み物をコンビニエンスストアで購入していた。

７）その他

遠征期間中の台北の気候は、曇りや雨ですっきりしない天気が続いたが、気温は１８度前後で

北海道に比べると暖かくて過ごしやすかった。朝晩も特に冷え込むことはなく、薄手のアウター

があれば十分であった。ただし、２日目の林口勝光羽球館は湿度で床が滑ることを防ぐために送
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風がされており、室内ではかなりの寒さを感じた。

物価は日本とあまり変わらないが、年々上がっているように感じた。日本円から台湾ドルへの

換金は台北桃園空港で行うと換金率が良く、今年度は副団長の酒井先生が空港到着後に一括して

行ってくれた。

選手の小遣いは、昨年度までの反省を生かして「１万円程度」とした。買い物は飲み物やお土

産くらいなので、十分に足りた様子だった。来年以降も同様で良いと感じた。

６．台湾協会・選手・指導者との交流
１日目に歓迎会、４日目に歓送会を開いていただき、協会関係者だけではなく、多くの指導者

の方々も参加してくれた。選手と真剣に向き合い、励まし、成長させるための悩みなども交流す

ることができた。

練習では、毎回開始式を行い、協会関係者の挨拶や選手同士の握手、記念撮影を行った。参加

選手同士のプレゼント交換も行い、コート内の緊張感ある雰囲気とは違った、和やかな雰囲気で

の交流を行うこともできた。

７．次年度実施に向けた改善点
次年度も継続して実施することを前提に、より充実した海外交流事業にするため、今回の反省

を踏まえ、以下のとおり改善点を挙げる。

①引率者の事前準備について

本事業も４年目を迎え、事前準備もほぼマニュアル化されている。メール等でのやり取りで、

十分な打ち合わせができる。

②シングルスで選考された選手のダブルスの試合

高校生はシングルスで２名、ダブルスで２名の選手が選考され、中学生はシングルスで４名が

選考されている。相手校の要望もあってダブルスの試合も行ったが、シングルスで選考されて

いる中学生４名がダブルスの試合を行うのは難しい状況だった。それぞれのカテゴリーの試合

の１０試合目くらいまでは、こちら側の要望で試合を組んでもらっていたので、シングルスの

みで要望していくことも必要かもしれない。（相手校の状況も見て、可能であれば）

③体調管理とトレーニング

翌月には中学生、高校生ともに北海道大会が控えている。遠征中は試合形式の練習が主である

ので、試合内容から考える運動強度や疲労度などを選手と指導者がしっかりと話し合い、体の

ケアや不足しているトレーニングを選手に考えさせることを徹底した方が良い。また、毎回の

開始式の後すぐに試合に入るようになっていたので、指導者間で「試合前のウォーミングアッ

プの時間の確保」を打ち合わせておく必要がある。

④参加選手同士のプレゼント交換

昨年度の反省を踏まえ、今年度は３日間で交流する台湾選手分へのプレゼントを北海道選手に

用意させた。１人で７人分程度のプレゼントを準備することになって金銭的な負担もおおきく

なった。協会で準備した相手選手へのお土産だけで十分だったと考える。

⑤観光等の異文化体験

異文化に触れ、他国を知ることは選手の人間的な成長に大きな影響を与える。練習日が３日間

しかないため、練習時間を短くするのではなく、選手と一部指導者は歓送会を早めに切り上げ
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させてもらい、現地の名所を観光することを検討しても良い。

⑥会長杯大会参加に関して

中華全民羽球發展協會からは賴氏が担当していた早い時期から会長杯大会への参加の声かけを

されてきているなか、2017年のカナダアルバータ州との交流で現地の大会に参加させていただい

た経験から北海道協会強化委員会として、台湾訪問でも現地大会の会長杯大会に参加する方向で

の検討がスタートした。

2016年の会長杯大会は我々の訪問時期と重なっており、会長杯大会を行っている会場で交流試

合を行ったため、大会の審判の方々が我々の試合の審判をしてくださる形が取られた。交流校の

予定に会長杯大会に参加した后綜高校・豊原中学に残って貰って交流する計画がもたれていたが

雪害により我々の到着日が遅れて后綜高校・豊原中学とは交流できなかった状況だった。

2017年の会長杯大会は12月の第2週の13日～17日で開催。この日程だと冬休みに入る前の訪問

となるが、大会参加のメリットを考え、2017年の訪問時に2018年から会長杯大会への参加意向

を台湾に伝えた。この時点で、2018年度は10月の初旬に実施と聞き、準備を進めたが、最終的

に会長杯大会の日程が9月19日～23日となり参加を断念。

今回の訪問時に2019年度の参加の可能性について先方（現會長の吳宣倫氏、前會長の吳俊彥

氏）と協議した。

(１) 日程について

(台湾協会)2019年度も2018年度と同じような時期を予定している。

(北海道協会)中学生・高校生が参加する全国大会の直前や、その予選会となる道大会の時期

とかぶる時期は訪問不可能と伝える

（２） 種目について

会長杯大会の種目は、小学生の年齢別・中学生の年齢別・社会人で、高校生1年2年生に当

たる15歳から17歳の種目がない。この点について、賴氏は「北海道の高校生選手が参加して

くれるのであれば、それに合わせて高校生の選手を集めて種目を用意する。」と話されてい

たが、それについての即答は得られなかった。

（３） 大会に参加したが早くに負けてしまった場合の対応について

(台湾協会)この点については、その時点で協力してもらえる交流校は用意できる。

という、前向きな返答であった。

以上の様に、台湾協会・北海道協会ともに会長杯大会への参加の方向で進めたいという点

で意見が一致しているが、解決しなければならない課題が残っており、まだまだ協議が必要

な状況である。
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８．記録写真

２日目 林口勝光羽球館 ３日目 中山中学校

后綜高中・豐原國中との開始式

４日目 大同中学・高等学校 ４日目 大同中学・高等学校

プレゼント交換 百齡高中の選手と男子

４日目 大同中学・高等学校 ４日目 大同中学・高等学校

大同高中の選手と女子



- 18 -

「福秦桔子商旅 台北林森館」

（フォルテ オレンジホテル リンセン）

１日目 歓迎会

「好記レストラン」
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２日目 林口勝光羽球館

后綜高中・豐原國中との集合写真

３日目 中山中学校

松山高中・能仁家商・中山國中との集合写真

４日目 大同中学・高等学校

大同高中・百齡高中との集合写真
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１日目 歓迎会

４日目 歓送会


